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九

州

大

学

国
文
学
会
関
係
雑
誌
に
お
け
る
会
員
の
論
文
一
覧

(
昭
和

四
年
三
月

よ
り
昭
和

三
十

一
年
三
月
ま
で
)

明

治
短
歌

史

一
、

二
、
三
、
四

明
治
初
期

の
短
歌

(
明
治
短
歌
史

の
続
き

)

時
代

の
新
機

運
と
明

治

初
期

の
短
歌

(
同
前

)

萩

野
由
之
の
和
歌

改
良
論

青
柳
種
信
の
事
ど
も

明

治
新
派

和
歌
運
動
始
末

本

居
宜
長
の
歌
論
に
於

け
る

五
言

七
言

及
び
詞
に
就
い
て

明
治
新
派

和
歌
運
動
始
末

曽
根

好
忠

の
歌

越
中
守

と
し
て
の
家
持
考

「
新
派
和
歌
大
要
」

の
こ
と

曽
禰
好
忠

の
歌
口

万
渠
人

の
歌

へ
る
北
九
州

明

治
新
派

和
歌
運
動

始
末

日

曽
根
好
忠
の
歌
日

万

葉

人

の
歌

へ
る
北

九
州

一
、
二

、三

、
侭
、
五
㍉
六

、七

小

島
吉
雄

(
能
古
昭
4
年
4
・6

・8
・
9

)

春
日
政
治

(
能
古
昭
4

年

)

小
島
吉
雄

(
能
古
昭
4

年
10

)

小
島
吉
雄

(
能
古
昭
4
年
11

)

小
島
吉

雄

(
能
占
昭
4
年
12

)

春

日
政
治

(
能
古
昭
5
年
1

)

小
島
吉

雄

(能

古
昭
5
年
1

)

副
島

興
史

(
能
古

昭
5
年
1

)

小
島
吉
雄

(
能
古
昭
5
年
2

)

笹
淵
友

一

(
能
古
昭
5
年
2

)

瀬
古

確

(能

古
昭
5
年
2

)

小
島
吉
雄

(能

古
昭

5
年
2

)

笹
淵
友

一

(能
古
昭
5
年
3

)

春
月
政
治

(能
古
昭
5
年
4

)

小
島
吉
雄

(
能
古
昭
5
年
4
)

笹
淵
友

一

(
能
古
昭
5
年
4
)

95

116■

127

8

明
治
新
派
和
歌
運
動
始
末
四

万
葉
人
の
歌
へ
る
北
九
州

明
治
新
派
和
歌
運
動
始
末
五

歌
人
と
し
て
の
坂
上
郎
女

明
治
新
派
和
歌
運
動
始
末
六

雲
出
鳥
還
処
漫
談

池
袋
清
風
の
こ
と
ど
も

大
伴
旅
人
と
そ
の
歌

浦
の
は
ま
ゆ
ふ

大
和
情
調

所
謂
鉄
幹
子
規
不
可
並
称
問
題

挽
歌
考

所
謂
鉄
幹
子
規
不
可
並
称
問
題

万
葉
集
巻
七
考

斉
貧
に
就
い
て
古
代
人
の

思
考
を
見
る

九
州

に
お
け
る
旅
人
と
憶
良

青
柳
種
信
の
「
島
門
」
の
老

か
ら

小
島
吉
雄

(
能

百
昭
5
年
5

)

春

日
政
治

(
能
古
昭
5
年
6
)

小
島
吉
雄

(
能
古
昭
5
年
6

)

瀬
古

確

(能
古
昭
5
年
6

)

小
島
吉
雄

(
能
古
昭
5
年

7
)

春
日
政
治

(
能
古
昭
5
年
8
)

小
島
吉
雄

(
能
古

昭
5
年
8
)

瀬

古

確

(
能
古
昭
5
年
10
)

黒
岩
義
夫

(
能
古
昭
5
年
10
)

瀬

古

確

(能
古
昭

5
年
10

)

小
島
吉
雄

(
能
古
昭
5
年
11

)

瀬
古

確

(能

古
昭

5
年
11

)

小
島
吉
雄

(
能
古
昭

5
年
12

)

瀬

古

確

(
能
古
昭
5
年
12
)

波
多
江
種

一
(九
大
国
文
学
会
誌

瀬
古

確

(九
大
国
文
学
会
誌

春

日
政
治

(
能
右
昭
6
年
1
)

創
刊
号

、

昭
5
年

創
刊
号

昭
5
年



明
治
短
歌
史
上
に
於
け
る
明
星

派
の
運
動
一

万
葉
集
に
於
げ
る
叙
景
詩
の

発
展

香
川
景
樹
と
梅
月
堂

雲
出
鳥
還
処
漫
筆

山
家
集
研
究
一

山
家
集
研
究
二

マ
イ
ス
ル
と
い
ふ
語

隠
岐
本
新
古
今
和
歌
集
と

久
.原
本

本
居
宣
長
の
古
事
記
研
究
小
論

万
董
く集
巻
十
山ハ考

蕪
村
の
俳
譜

一

甑
島
に
遺
れ
る

マ
ラ

ス
ル
と

メ
ー
ラ

ス
ル

講
説
心
中
涙
の
玉
の
井

一

九
州
と
文
学

わ
び

の
心
境

時
枝
誠

記
氏

「
古
典
註
釈
に

現

れ
た
語
学
的
万
法
」

野
村
八
良
氏

「
上
代
文

学
に

現
れ
た

日
本
精
神
」

蕪

村
の
俳
詣

口

小
島
吉
雄

(能

古
昭
6
年
1

)

瀬
古

確

(能
古

昭
6
年
1
)

小
崎
吉

雄

(能

古
昭
6
年
2

)

春

日
政

治

(能

古
昭
6
年
3

)

秦

美

種

(能

古
昭
6
年
3
)

秦

美

種

(
能
古
昭
6
年
4
)

春
日
政
治

(
九
大
国
文
学
昭
6
年
9
)

小
島
吉
雄

(
九
大
国
文
学
昭
6
年
9
)

笹
月
清
美

(
九
大
国
文
学
昭
6
年
9
)

瀬
古

確

(
九
大
国
文
学
昭
6
年
9

)

白
井
田
敏
夫

(
九
大
国
文
学
昭
6
年
11

)

春
日
政
治

(
九
大
国
文
学
昭
6
年
11
)

小
島
吉
雄

(
九
大
国
文
学

昭
6
年
11

)

春

日
政
治

(
九
大
国
文
学
昭

6
年
11

)

小
島
吉
雄

(
九
大
国

叉
学
昭

6
年
11

)

笹
月
清
美

(
九
大
国
文
学
昭

6
年
11
)

笹
月
清
美

(
九
大
国
文
学
昭

6
年
11
)

白
井
田
敏
雄

(
九
大
国

文
学

昭
7
年
2
)

片
仮
名
交
り
文
の
起
源
に

就
い
て

明
治
初
期
の
歌
論

古
訓
漫
談

山
居
小
話

業
間
録

宣
命
に
つ
い
て

伊
牟
迦
布
神
と
面
勝
神

甑
島
方
言
集

宗
砥
の
晩
年

「小
学
方
言
講
義
」
よ
り

万
葉
集
用
字
法
の
体
系
的

研
究

蕪
村
を
描
く

源
氏
物
語
に
於
け
る

夕
顔
の
素
描

八
田
知
紀
と
高
崎
正
風

の
紀
行
文

日
記
文
学
の
創
作
性

和
泉
式
部
日
記

「
お
ひ
た
る

あ
し
」
考

厩
難
偶
記

連
歌
書

一
夕
話

春

日
政
治

(文
学

研
究
1
輯
昭

7
年
3
月
)

小
島
吉
雄

(文
学

研
究
1

輯
昭

7
年
3
月

)

春

日
政
治

(
文
学
研
究
2
輯
昭
7
年
10
月
)

春

日
政
治

(
九
大
国
文
学

会
誌
3
号
昭
7
年
)

小
島
吉
雄

(
九
大
国
文
学
会
誌
3
号
昭
7
年
)

笹
月
清
美

(
九
大
国
文
学
会
誌
3
号
昭
7
年
)

波
多
江
種

一

(
九
大
国

文
学
会
誌
3
号
昭
7
年
)

上
村
孝

二

(
九
大
国
文
学
会
誌
3
号
昭
7
年
)

小
島
吉
雄

(
文
学
研
究
3
輯

昭
8
年
2
月

)

春

日
政
治

(
文
学
研
究
4
輯
昭
8
年
3
月

)

小

島
吉
雄

(文
学
研
究
5
輯
昭
8
年
7
月

)

笹
月
清
美

(
九
大
国
文
学
会
誌
5
号
昭
8

年
)

白
井
田
敏
雄

(
九
大
国
文
学
会
誌
5
号

昭
8
年

)

瀬
古

確

(
九
大
国
文
学

会
誌
5
号

昭
8
年

)

波
多
江
種

一

(
九
大
国
文

学
会
誌
5
号

昭
8
年

)

藤
井

毅

(
九
大
国
文
学
会
誌
5
号

昭
8
年
)

青

敏
夫

(
九
大
国
文
学
会
誌
5
号

昭
8
年
)

春
日
政
治

(
九
大
国
文
学
会
誌
7
号
昭
9
年

)

小
崎
吉
雄

(
九
大
国
文
学
会
誌
7
号
昭
9
年

)

新
古
今
和
歌
集
の
撰
集
態

度
と
饗
集
事
業



岩
政
信
比
古
と
そ

の
蓼

「
古
事
記

伝
異
考

」

浮
舟
考

本
能
的
さ

び
し
さ

に
立

て

る
家
持

-
其

の
歌

と
越
中

に
つ
い
て

高
野
山

に
て
観
た
る

古
貼
本

一
二

所
謂
石
津
本
新
古
今
和
歌

集
に
就
い
て

字
治
拾
遺
物
語

の

一
本
よ
り

連
歌

に
於
け
る
美
的
情
調
一

石
山

の
石
か
ら

本

居
宣
長

に
於
け
る
和
歌

史

の
成
立

「
日
本

文
学
書
誌
」
散

見

万
葉
考
を
め
ぐ

っ
て

小
長

谷
達
吉

氏
の

「
漢
字

私
考
」
を
読
ん

で

「天

祖
都
域
弁

」
の

著

者
に

つ
い
て

落
窪
物
語

の

一
節

「
更
級

の
日
記

」
文
章

へ
の

一
瞥

一

宣
長
晩
年
の
文
学
思
想

連
歌
に
於
け
る
美
的
情
調
口

笹
月
清
美

(
九
大
国
文
学
会
誌
7
号
昭
9
年
)

藤
井

毅

(
九

大
国
文
学
会
誌
7
号

昭
9
年
)

杉

山
丈
吉

(
九

大
国
文
学
会
誌
7
号

昭
9
年
)

春
日
政
治

(文
学
研
究

7
輯

昭
9
年
1
月

)

小
島
吉
雄

(文

学
研
究
8
輯
昭
9
年
5
月

)

春
日
政
治

(文

学
研
究
9
輯
昭
9
年
10
月
)

小
島

吉
雄

(文

学
研
究

11
輯
昭
10
年
4
月
)

春

日
政
治

(
九
大
国
文
学
会
誌
8
号

昭
10
年

)

笹
月
清
美

(九

大
国
文
学
会
誌
8
号

昭
10
年
)

平
井
秀
文

(
九
大
国
文
学
会
誌
8
号

昭
10
年
)

春

日
政
治

(
九
大
国
交
学
会
誌
9
号

昭
10
年
)

新
谷
恒
蔵

(
九
大
国
文
学
会
誌
9
号

昭
10
年
)

笹
月
清
美

(
九
大
国
文
学
会
誌
9
号

昭
10
年

)

笹
淵
友

一

(
九
大
国
文
学
会
誌
9
号

昭
10

年
)

藤
井

毅

(
九
大
国
文
学
会
誌
9
号

昭
10
年

)

平
井
秀
文

(九
大
国
文
学
会
誌
9
号

昭
10
年
)

瀬

良
益
夫

(
九
大
国
交
学
会
誌
9
号

昭
10
年

)

小
島

吉
雄

(
文
学
研
究
12
輯
昭
10
年
7
月

)

天
、平
八
年
遣
新
罹
使

一
行

の
歌

金

光
明

最
勝
王
経
註
釈

一
本

の

古
點
に

つ
い
て

「
万
葉
考

を
め
ぐ

っ
て
」
補

正

新

古
今
和

歌
集
註
釈
書

几
上
小

篇

連

歌
師
の
日
本
精
神
文
化

史

上
の
地
位

建
札

門
院

右
京
大
夫

の

家

集
に

つ
い
て

川
嶋

心
貞
述

「
宇
津
保

物
語
考

」
に

っ
い
て

万
葉

人
の
信
仰
と
風
習

甑
島
方
言
の
系
統
に
つ
い
て

山
上
憶
良
の
人
生
観

く
ぐ
つ
の
生
活

古
事
記
の
文
芸
的
牲
質
に

関
す
る
認
識
の
発
展

新
古
今
集
歌
風
と
註
釈
の
問
題

狂
言
詞
覚
書

詩
歌
に
あ
ら
は
れ
た
梅
花

笹
月
清
美

(文
学
研
究
13
輯
昭
10
年
10
月
)

春
日
政
治

(
文
学
研
究
14
輯
昭

10
年
12
月

)

春
日
政
治

小
島
吉
雄

春
目
政
治

小
島
吉
雄

笹
月
清
美

笹
淵
友

一

瀬
古

確

上
村
孝
二

瀬
良
益
夫

岩
崎
宗
次
郎

笹
月
清
美

(
九
大
国
文
学
会
誌
10
号

昭
11
年
3
月

)

(
九
大
国
文
学
会
誌
10
号

昭
11
年
3
月

)

(
九
大
文
学
会
誌
11
号

昭
11
年

7
月

)

(
九
大
国
文
学
会
誌

11
号

昭
11
年

7
月
)

(
九
大
国

文
学

会
誌

11
号
昭
11
昼

7
月

)

(
九
大
国
文
学
会
誌

11
号
昭
11
年

7
月

)

(
九
大
国
文
学
会
誌

11
号
昭
11
年
7
月
)

(
九
大
国
文
学
会
誌

11
号
昭
11
狂
7
月
)

(

)

(
九
大
国
文
学
会
誌

11
号
昭
11
年
7
月

)

(
文
学
研
究
17
輯

昭
11

年
10
月

)

九
大
国
文
学
会
誌

11
号
昭
11
年
7
月

小
島
吉
雄

(文
学
研
究
18
輯
昭
11
鉦
12
年
)

春

日
政
治

(九
大
国
文
学
会
誌
12
号
昭
12
年
)

小
島
吉
雄
(
九
大
国
文
学

会
誌

12
号
昭
12
年
)

'

前
旧
家
本

桂川地

蔵記
の

訓
恥



秋
津
島
物
語
に
っ
い
て

源
氏
物
語
に
お
け
る

「を
か
し
」
の
位
置

甑
島
語
彙
考

大
般
若
経
音
義
古
釣
本
解
説
稿

語
学
漫
談

嘉
麻
川
の
ほ
と
り

法
王
帝
説
続
考

文
芸
活
動
の
機
構

柳
園
資
料

1
種
麿
宛
宣
長

の
書
簡
ー

西
府
梅
花
宴

明
治
の
戦
争
歌

「移

ろ
ひ
た
る
菊

」
備
忘

聖
語
蔵
御
本
央
掘
魔
羅
経
の

字
音
黙

春
日
博
士
所
蔵
二
十

一
代
集
中

の
新
古
今
和
歌
集
に
就
い
て

本
居
宣
長
に
お
け
る
道
と
文
芸

後
鳥
羽
院
の
御
文
学

吉
野
の
鮎

語
意
考

の
成
立
過
程
を
示

す

二
三

の
伝
本

に
つ
い
て

笹
月
清
美

(九
大
国
文
学

会
誌
12
号

昭
12

年
)

笹
淵
友

一
(
九
大
国
文
学
会
誌
12
号
昭
12
年
)

上
村
考

二
(
九
大
国

文
学

会
誌

12
号
昭
12
年
)

平
井
秀
文
(
九
大
国
文
学
会
誌
12
号
昭

12
年
)

春
日
政
治

(九
大
国
文
学
会
誌
13
号

昭
12
年
)

新
谷
恒
蔵

(
九
大
国
学
会
誌
13
号
昭
12
年
)

笹
月
清
美

(
九
大
国

文
学
会
誌
13
号
昭
12
年
)

春
日
政
治

(
文
学
研
究
21
輯
昭
12
年
11
月

)

笹
月

清
美

(文
学
研
究
21
輯
昭
12
年
11
月
)

脊

政
治

(

)

小
島
吉
雄
(

)

笹
月
清
美

(

)

九
大
国
文
学
会
誌
14
号

昭
13
年
3
月

九
大

国
文
学

会
誌
14
号

昭

13
年
3
月

九
大
国

文
学
会
誌
14
号

昭
13
年
3
月

春

日
政
治

(文
学
研
究
23
輯
昭
13
年
6
月

)

小
島
吉

雄

(
文
学
研
究
23
輯
昭
13
年
6
月

)

笹
月
清
美

(文
学
硯
究
23
輯
昭
13
年
6
月
)

小
島
吉
雄

(
文
学
研
究
25
輯
昭
14
年
6
月

)

笹
月
清
美

(
文
学
研
究
26
輯
昭
14
年
12
月
)

高
木
市

之
助

(文
学
研
究
27
輯
昭
15
年
7
月

)

新
古
今
集
写
本
に
於
け
る
撰

者
名
の
頭
書
に
つ
い
て

本
居
宣
長
の
国
語
研
究

国
見
放

新
古
今
集
伝
本
考

小
林
歌
城
の
テ
ニ
ヲ
ハ
説

古
訓
語
彙
小
敬

富
土
谷
御
杖
の
言
語
理
論
に

つ
い
て

わ
が
国
近
世
の
運
命
悲
劇

牡
丹
芳

見
る
に
随
ひ
て

玉
島
川
仙
媛
致

池
袋
清
風
の
訳
詩

一
八
五
〇
年
和
訳
の
馬
太
伝

酒
仙
供
養

国
木
田
独
歩
と
基
督
教

額
田
王

文
耕
堂
の
合
作
浄
瑠
璃

「奥
の
細
道
」
覚
書

奈
良
朝
時
代
東
国
方
言
の

成
立
に
つ
い
て
(上
)

芭
蕉

の

「
荒
海

や
」
の
句

に

つ
い
て
一

小
島
吉
雄

(文
学
研
究
28
輯
昭
16
年
3
月

)

笹
月
清
美

(文
学
研
究
29
輯
昭
16
年
8
月

)

高
木

市
之
助

(文
学
研
究
30
輯
昭
1
6年
12
月
)

小
島
吉
雄

(
文
学
研
究
30
輯
昭
16
年
12
月
)

笹
月
清
美

(文
学
研
究
31
輯
昭

17
年
6
月

)

春
日
政
治

(文
学
研
究
33
輯
昭
18
年
12
月

)

笹
月
清

美

(文
学
研
究
33
輯
昭
18
鉦
12
月

)

小
島
吉
雄

(
文
学

研
究
33
輯
昭
18
年
12
月

)

高
木
市
之
助

(文

学
研
究

33
輯
昭
18
年
12
月

)

小
島
吉
雄

(
文
学
研
究
34
輯
昭
20
年
3
月

)

高
木
市
之
助

(
文
学
研
究

35
輯
昭
21
年
3
月

)

小
島
吉
雄

(
文
学
研
究
35
輯
昭
21
年
3
月

)

春
日
政
治

(
文
学
研
究
3
6輯
昭
23
年
3
月

)

高
木

市
之
助

(
文
学
研
究
36
輯
昭
23
年
3
月

)

笹
淵
友

一

渋
谷
素

男

岱

正

小

島
吉
雄

(
文
学
研
究
37
輯
昭
23
年
12
月
)

福
田
良

輔

(文
学
研
究
37
輯
昭
23
年
12
月

)

)

小
島
吉
雄

(
文
学
研
究
38

輯
昭
24
年
12
月
)

九
大
国
文
学
会
誌
復
刊
号

「昭
23
年

5
月

九
大
国
文
学
会
誌
復
刊
号

「昭
23
年

5
月

九
大
国
文
学
会
誌
復
刊
号

昭
23
伍
5
月



奈
良
朝

時
代
東
国

万
言

の

成

立

に
つ
い
て

(中
)

芭
蕉

の

「
荒
海
や
」
の
句

に

つ
い
て
口

歌

集

「
み
だ
れ
髪

」
を
論
ず

奈
良

朝
時
代
東
国

方
言
の

成
立

に

つ
い
て
(下

)

藤
村

と

シ
エ
イ
ク

ス

ピ
ア

興
福

寺
本
霊
異
記

訓
釈
考

万
葉
植
物

の
様
相

平
伸
説
話
の
展
開
と

平
仲
物
語

浄
瑠
璃

の

一
限
界

形
容
詞

を
構
成
す
る

一
二
の

接
尾
語

に

つ
い
て

去
来

の

一
句
の
解
釈

伝
中
御
門
宣
秀
筆
金
葉
和

歌
集

書

評
琶
淵
友
一
著

「
北
村

透

谷
」

書
評
高
木
市
之
助
著

「
湖
畔
」
を
読
む

「
奥

の
細
道

」
の
制
作

心
理

奈
良
朝
時
代
東
国
方
言
成
立

に
関
す
る
諸
問
題

「
花

屋
日
記

」
の
著
者

俳

人
文
暁

の
研
究

啄
木
の
社
会
思
想
に
っ
い
て

枕
草
紙
漫
考

福
田
良
輔

(
文
学
研
究
38
輯
昭
24

年
12
月

)

小
島
吉
雄

(
文
学
研
究
39
輯
昭
25
年
3
月
)

小
島
吉
雄

(
文
学
研
究
40
輯
昭
25
年
11
月

)

福

田
良
輔

(
文
学
研
究
40
輯
昭
25
年
11
月

)

笹
淵
友

一
(
語
文
研
究
創
刊
号

昭
26
年
3
月

)

平
井
秀
文

(語
文
研
究
創
刊
号

昭
26
年
3
月

)

永
井

寛

(
語
文
研
究
創
刊
号

昭
26
年
3
月

)

目
加
田
さ
く
を
(語

文
研
究

創
刊
号

昭
%
年
3
月
)

横
山

正

(語

文
研
究
創
刊
号
昭
2
6年
3
月
)

秋
山
正
次
(語

文
研
究

創
刊
号
昭
26
年
3
月
)

橋
本
元

二
郎
(
語
文
研
究
創
刊
号
昭
2
6年
3
月
)

石
井
和
男

(語
文
研
究
創
刊
号
昭
26
年
3
月
)

重
松
泰
雄

(語
文
研
究
創
刊
号
昭
26
年
3
月
)

立

川
昭

二
郎
(
語
文
研
究
創
刊
号

昭
26
年
3
月

)

杉
浦
正

一
郎

(
文
学
研
究
41
輯
昭
26
年
3
月
)

福

田
良
輔

(文
学
研
究
42
輯
昭
26
年
11
月
)

杉
浦
正

一
郎

(
文
学
研
究
43
輯
昭
27
年
3
月
)

重
松
泰
雄

(
文
学
研
究
43
輯
昭
27
年

3
月

)

田
村
専

一
郎
(
文
学
論
輯
第

一
号

昭
27
年

3
月

)

焼
津
辺
の
考

動
詞

「
あ
り
」
が
融
合
す
る

動
機

古
事
記

の
純
漢
文
的
構
文

の
文
章

に
つ
い
て

鴎
外
博
士

の
俳
句
観
、

其

の
俳
句

に
っ
い
て

及
び

九
州
蕉
門
の
研
究
一

枯
野
塚
と

「枯
野
塚
集
」

九
州
蕉

門

の
研
究
口

「
漆
川
集

」
と
筑

前
嘉

穂
俳
壇

に
っ
い
て

筑
前
国
志
賀
白
水
郎
歌
十
首

の
作
者
の
複
数
性
に
っ
い
て

表
現
形
式
と
伝
請
性
と

を
中
心
に

毛

利
本

「
史
記
呂
后
本
記

」

覚

え
書

国
文
学
の
内
に
在
る
仏
教
思
想

に
ほ

ふ
考

死
に
近
き
芭
蕉

芭
蕉
の
曲
翠
宛
新
資
料
書

簡
を
中
心
に

吉
代
語
法
存
疑

エ
列
音
の
連
体
形

九
州
蕉
門
俳
譜
史
概
説

古
代
語
法

任
疑

(
そ

の
二
)

久
語
法

に

つ
い
て

穴

山
孝
道

(文
学
論
輯
第

一
号

昭
27
年
3
月

)

春

日
和
男
(
文
学
論
輯
第

一
号

昭
27
年
3
月

)

福
田
良
輔

(
文
学
研
究
44

輯
昭
27
年
11
月

)

杉
浦
正

一
郎

(
文
学
研

究
44

輯
昭
27
年
11
月

)

杉
浦
正

一
郎

(
文
学
研
究
45
輯
昭
28

年
3
月

)

杉
浦
正

一
郎

(文

学
研
究
46

輯
昭
28
年
8
月

)

福
田
良
輔

(文

学
研

究
46

輯
昭
28

年
8
且

)

春
日
和
男
(
文
学
論
輯
第

二
号
昭
29
年
3
月
)

穴

山
孝
道
(文
学

論
輯
第
2
号
昭
29
年
3
月
)

田
村
専

一
郎

(文
学

論
輯
第
2
号
昭
29
年
3
月
)

杉
浦
正

一
郎

(
文
学
研
究
48

輯
昭
29
年
3
月
)

福

田
良

輔

(
文
学
研
究
48
輯
昭
29
年
3
月
)

杉
浦
正

一
郎

(
文
学
研
究
49
輯
昭
29
年
7
月
)

福
田
良

輔

(文
学
研
究

50
輯
昭
29
年
12
月
)



芭
蕉
連
研
究
一

「
升
買
て
」
の
巻

指
定
表
現
の
様
式

発
生
過
程
よ
り
の
考
察

「
花
桜

を
る
少
将

」
に
お
け

る

語
彙小

弓
そ
の
他

芭
蕉
連

句
研
究
ロ

「
け
ふ
ば

か
り

「
の
巻

・

「
芹

暁
や
」

の
巻

人
麻
呂
長
歌
の
修
辞
研
究

特
に
序
詞
の
使
用
に
つ
い
て

芭
蕉
と
自
然

一
つ
の
手
が
か
り
を
も
と

に

九
州
野
坡
門

の
研
究

そ
の
形
式
の
時

代

-

「
天
霧
え
」
の
訓
に

つ
い
て

現
代
語

「
か
ら

に
」

に
つ
い
て

徒
然
草
第
辛
六
段
末

尾
の
解
釈

ぎ
え

あ
る
人
は
そ

の
事

芭
蕉
連

句
評
釈

一

「
う
ぐ

ひ
す

に
」

の
巻

(上
)

下
照
姫
の
歌

歌
格
と
提
示
法
と

杉
浦
正

一
郎

(
交
学
研

究
50
輯
昭
29
年
12
月

)

春

日
和
男

(文

学
研
究
50
輯
昭
29
年
12
月

)

春

日
和
男

(
文
学
研
究
51
輯
昭
3
0年
3
月

)

杉
浦
正

一
郎

(
文
学
研
究
51
輯
昭
30
年

3
月
)

岡
本
庸

子

(語
文
研
究
2
号

昭
30
年
5
月
)

森

山

隆

(
語
文
研
究
2
号

昭
30
年
5
月

)

!

大
内
初
夫

(語
文
研
究
2

号

昭
鉤
年
5
月
)

鶴

久

(
語
文
研
究
2
号

昭
30
年
5
月
)

東

秀
吉

(
語
文
研
究
2
号
昭
30
年
5
月
)

春
日
和
男

(語

文
研
究
2
号

昭
30
年
5
月
)

杉
浦
正

一
郎

(語

文
研
究
2
号
昭
30
年
5
月
)

倭
建
の
命
は
天
皇
か

古
事
記
の
用
字
法
に
即
し
て

落
窪
物
語
の
笑
ひ

春

日
和
男

(
文
学
研
究
52
輯
昭
30
年
6
月
)

福
田
良
輔

(語
文
研
究
3
号
昭

30
年
11
月

)

大
原

一
輝

(語

文
研
究
3
号
昭

30
年
11
月

)

仏
教
的

と
非
仏
教
的

今

日
平
家
物
語

を
ど
う
読
む

べ
き

か
の
問
題

に
関
連

し
て

近
松
の
姦
通
浄
瑠
璃

あ
ゆ
ひ
抄

の

「
立
居

」
と

「本

」

徳
富
蘆
花
と
社
会
主
義

芭
蕉
連

句
評
釈
一

「
う
ぐ

ひ
す

に
」

の
巻
(下

)

芭
蕉
連
句
研
究
日

「
松
風
に
」
の
巻

奈
良
朝
時
代
東
国
方
言
の
周
辺

言
語
基
層

・
八
丈
島
方
言
.

補
説

枕
草
紙
漫
考
二

白
馬
節
会

鴎
外
の

「鳥
有
先
生
」

迫
鴎
論
争
私
考

呪
願
と
放
生

井
手
恒
雄

(語
文
研
究
3
号
昭
3
0年
11
月
)

横
山

正

(語
文
研
究
3
号
昭
30
年
11
月
)

佐
田
智
明

(語
文
研
究
3
号
昭
30
年
11
月
)

寺
園

司

(
語
文
研
究
3
号

昭
30
年
11

月
)

杉

浦
正

一
郎

(語
文
研
究
3
号
昭
30
年
11
月
)

杉

浦
正

一
郎

(文
学
研
究
53
輯
昭
30
年
12
月
)

福
田
良
輔

(
文
学
研
究
53
輯
昭
30
年
12
月
)

田
村
専

一
郎
(
文
学
論

輯
第
3
号
昭
30
年
12
月
)

重
松

泰
雄
(文
学

論
輯
第
3
号
昭
30
年
12
月
)

穴
山
孝
道
(
文
学

論
輯
第
3
号
昭
30
年
12
月
)

春
日
和
男

(
文
学
研
究

54
輯
昭

31
年
3
月
)

「
也
」
字
の
訓
続

考

「
な

り
」
の
表
記

と
し
て

の

「
也
」
字


